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■講師講演資料 松元氏＜仙台＞ 

 

※松元氏講演資料は、先方のご都合により非掲載 

 

 

 

  

ホテルの課題

• 知名度の不足

• 不利な立地

• 競合とプランの差別化ができない

メリットの整理。
不利を長所に

• 車で来るお客様に絞ってメリットを考える

• 東北の自然の中をドライブすることがお客様
にとって癒しに

• 特に国道48号線

• 1時間くらいで行ける仲野観光果樹園とのタイ
アップが答え

できあがった
プラン
（宿泊＋
果物狩りなど、
移動は各自の
マイカーで）

仲野観光果樹園様の他の取り組み1

天童温泉 ほほえみの宿 滝の湯 仙台・秋保温泉 篝火の湯 緑水亭

• 約７０件の旅館・ホテル・近隣観光施設・飲食
店と連携

• 「お客様のご案内」「生産物の提供」「セットプ
ランの造成」など

例１ 仲野果樹園×㈱天童タクシー

例２ 仲野果樹園×心月

例３ 仲野果樹園×水車そば

仲野観光果樹園様の他の取り組み2
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■講師講演資料 大越氏＜東京＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

１）稲取温泉のグリーンツーリズム 

  ・稲取温泉観光合同会社の発足 

・グリーンツーリズム・着地型ツアーの紹介 

２）グリーンツーリズムを販売するために 

  ・企画手順 

  ・販売方法 

３）グリーンツーリズムの利用状況 

  ・予約媒体 

  ・利用人数推移 

   

 

 

 

 

１）稲取温泉のグリーンツーリズム 

（１－１）稲取温泉観光合同会社の発足について 

 

【発足させた理由】 

・観光客数の衰退 

・稲取温泉でしか体験できない事を提供したい 

・グリーンツーリズムなどの企画・販売をするための資格 

 

 

【どんな組織なの？】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

稲取温泉

観光協会 

稲取温泉

旅館組合 

稲取の 

一般有志 

稲取温泉観光合同会社 

 

出 資 ＝ 社 員 

資本金 915 万円 社員数 約 60 名 

（１－２）グリーンツーリズム（着地型体験）の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひっこくり大作戦！1,500 円／1 名  

クワガタウォッチング 2,000 円／1 人  

堤防磯釣り 2,000 円／1 人 

かしゃば餅作り 1,500 円／1 人 
細野高原散策 1,500 円／1 人 

雛のつるし飾り巡りツアー 1,500円／1人 

その他、稲取温泉観光合同会社が販売している着地型体験ツアー 

【オリジナル：10 種】【提携店斡旋：17 種】 

現状 27 種の販売 

 

 

 

 

 

 

  

２）グリーンツーリズムを販売するために 

（２－１）稲取温泉観光合同会社の企画手順 

①カテゴリーを分け、チームを作る 

②地域の自然・風習・食べ物・習慣などを集める 

③集めた内容を 1 時間～2 時間程度で紹介・体験出来る企画を考える 

④考えた企画に案内するガイドの時給や必要経費を計算し販売価格を 

 設定する 

⑤考えた企画に適する人材（達人）を探す 

 

（２－２）稲取温泉観光合同会社のツアー販売方法 

【紹介方法】 

・自社公式サイト、自社 SNS、店頭看板等 

・パンフレット制作→各宿泊施設へ設置、エージェントへ配布 

・ウェブ上で体験ツアーを販売する会社と提携 

・諸団体との連携 

【販売方法】 

・上記方法 

・エージェントに委託販売 
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３）グリーンツーリズムの利用状況 

（３－１）予約媒体 

【事前予約】 

・電話、メールでの直接申し込み 

・提携販売店（ウェブ上での販売）からの申し込み 

・エージェントからの申し込み 

・宿泊施設からの申し込み 

【当日予約】 

・店頭に立ち寄った際に申し込み 

・電話での直接申し込み 

・宿泊施設からの申し込み 

 

 

電話・メール申込

提携販売店申込

エージェント

宿泊施設

事前予約 

 

当日予約

店頭申込

電話

宿泊施設

（３－２）利用人数推移【全体】 
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（３－２）利用人数推移【オリジナル】 
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（２）開催結果（研修会参加者アンケートより） 

 

○セミナーの評価 

 

＜横山幸代氏：「旅のついでに気軽に参加できるＧＴエントリーモデル開発事業」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小林崇氏、仲野大輔氏：「成功事例に学ぶ、宿泊事業者とＧＴ事業者の連携」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例（サンプル数）

全体 (n=105)

仙台会場 (n=28)

熊本会場 (n=39)

東京会場 (n=38)

会場別

とても よかった

53.3

まあよかった

40.0

どちらとも

いえない

4.8

あまり

よくなかった
よくなかった 無回答

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比％

50.0

53.8

55.3

42.9

38.5

39.5

3.6

5.1

5.3

3.6

2.6

とても

よかった

28.6％

まあ

よかった

60.7％

どちらとも

いえない

10.7％

あまり

よくなかっ

た

0.0％

よくなかっ

た

0.0％

サンプル数=28
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＜松元健蔵氏：「観光地域とその周辺地域（農山漁村）との連携」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大越未来氏：「伊豆稲取温泉グリーンツーリズムの仕組み」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

とても

よかった

55.3％

まあ

よかった

39.5％

どちらとも

いえない

5.3％

あまり

よくなかっ

た

0.0％

よくなかっ

た

0.0％

サンプル数=38

とても

よかった

51.3％まあ

よかった

35.9％

どちらとも

いえない

10.3％

あまり

よくなかっ

た

0.0％

よくなかっ

た

0.0％ 無回答

2.6％

サンプル数=39
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２）ＧＴエントリーモデル造成の手引き作成 

 

ＧＴ事業者や中間支援組織、行政など、ＧＴ関係者に対して、消費者ニー

ズのトレンドやＧＴエントリーモデル造成の意義、造成方法などを広く普及

するために、「ＧＴエントリーモデル造成の手引き」を作成した。 

 

グリーン・ツーリズム参加者のすそ野を拡げるために、事業者向け研修会

で取り組んできたＧＴプランのブラッシュアップや流通のノウハウをＧＴ

エントリーモデル（ＧＴ未経験者でも参加しやすいプラン）造成の手引きと

してとりまとめた。 

 

○仕様 

Ａ４版・フルカラー１６ページ 

 

○内容 

・旅行者に求められているグリーン・ツーリズムとは？ 

・グリーン・ツーリズムエントリーモデルとは？ 

・グリーン・ツーリズムエントリーモデル造成のポイント 

 

グリーン・ツーリズム
エントリーモデル
造成の手引き

都市農村共生・対流総合対策交付金共生・対流促進計画 グリーン・ツーリズムの推進、ネットワーク構築

農林水産省

制作：じゃらんリサーチセンター
※この手引きは、平成25年度都市農村共生・対流総合対策交付金共生・対流促進計画

グリーン・ツーリズムの推進、ネットワーク構築の一環として制作されました。

グリーン・ツーリズムを広げるために。
 旅行ついでに楽しめる体験プログラムを提供することで、需要を増やしていくこ
とが可能

 一方で、GT経験者とGTはじめてさんの意識の違いはかなり大きい
まずは、未経験者に１回体験をしてもらうエントリーモデルが必要

 初回！いきなり！では、なかなか飛び込みにくいグリーン・ツーリズム
農村体験ファンをつくるためのステップ設計も必要

産地訪問

国内旅行市場
２．３億泊

朝市
農家

レストラン

料理

講習会

農家交流

稲刈り
グリーン・ツーリズム

主目的の旅行者

農村体験で

地域らしさを味わう

農村に泊まって

観光も楽しむ

GTメイン

でゆったり

農村滞在

今度は

農家に泊まりたい

田植えより

次は収穫がしたい

5

グリーン・ツーリズム エントリーモデルとは？

グリーン・ツーリズムエントリーモデルの定義について
 グリーン・ツーリズム（滞在型）等の未経験者向けライトな農山漁村体験コンテ
ンツの開発

 グリーン・ツーリズム経験者は、たった3割に満たない。ほとんどが初心者

 いきなり長時間の農作業など、ヘビーな体験は、しり込みをしてしまう人も
多い。

 「体験」時間 ＜ 「知識欲を満たすプログラム」を長めに。

 観光と農山漁村コンテンツの両方が楽しめる旅行

 旅行ついでに、「農山漁村」に触れる機会を提供

 旅行中、ずっと拘束するものではなく、観光も楽しめるプランづくり

「グリーン・ツーリズムエントリーモデル規格」について
 観光地の近隣で楽しめるＧＴ体験であること

 近隣の観光地から、30分程度の場所が望ましい

 １回2～3時間程度で完結。オプションで「食事込」のもの

 「食事をどこで取るか」といった気軽さで選択でき、１泊２日の旅行行程の
1コマに組み込みやすい

 初心者向け、手ぶら参加ＯＫ

 農作業や、農村生活体験について、まったくの初心者でもわかりやすい
説明、丁寧な対応を

 朝、昼、夜のどこでもＯＫ、内容も縛りはしない

6

造成ポイント その１

トータル３時間以内のプランを

 １泊２日の空き時間帯を狙え！

 個人観光客の７割は１泊２日の旅行です

「チェックイン前」「夕食後」「朝食前」「チェックアウト後」にグリーン・ツー

リズムを組み込める可能性のある時間があります

＜例えば＞

 チェックイン前 現地到着時間～１５：００ごろ

 夕食後 １９：００ごろ～２２：００ごろ

 朝食前 ５：００ごろ～８：００ごろ

 チェックアウト後 １１：００ごろ～現地出発時間

 移動も含めて３時間以内が理想的！

 意外と移動には時間がかかるもの

移動を考えると、体験時間そのものは１～２時間でＯＫ

 「初めの一歩」は長すぎＮＧ！最初にふさわしい適度な時間設定を！

 GTはじめてさんに、最終的には本格的なグリーン・ツーリズムを体験い

ただくためにも、「初めの一歩」は、観光客の時間の都合に合わせること

が大切です

観光 夕食 宿泊 朝食 観光 昼食

チェックイン チェックアウト

朝採れ野菜

収穫体験

夜の畑の

害獣駆除体験 稲刈り体験
農場

牛追い体験

１泊２日のどこにGTを組み込みますか？

8
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２．グリーン・ツーリズム推進のためのネットワーク構築 

１）事業者ネットワークの構築 

 

○実施内容 

ＧＴ事業者のネットワーク構築を促進するために、行政担当者、中間支援

組織、ＧＴ受入事業者、観光事業者などに対して、グリーン・ツーリズムに

関わる情報発信や研修会の告知などを行う「グリーン・ツーリズムメールマ

ガジン」を配信した。 

 

○実施方法 

メールマガジンの配信は会員制とし、事業者向け研修会の案内をした際に

登録を依頼する等の方法で会員を募集し、約５２０名の事業者等に登録いた

だいた。 

＜メールマガジン会員募集方法＞ 

・ＧＴ事業者に事業者向け研修会の案内をした際にメルマガ登録を案内 

・農林水産省主催のＧＴ全国連絡会議においての広報、登録呼びかけ 

・事業者向け研修会においての広報、登録呼びかけ 

・リクルートじゃらんリサーチセンターＷｅｂサイト内での広報、登録呼

びかけ（じゃらん観光ネットワーク等で主に観光関係者向けに広報） 

＜メールマガジンの主な配信内容＞ 

・各種研修会やイベントのお知らせ 

・研修会にご参加できなかった方向けの研修テキスト共有 

・キャンペーンサイト関連のお知らせ 

・Facebook ページ（後述）での消費者からの個別相談の仲介メール 

 

○実施時期・回数 

2013 年 10 月 11 日～2014 年 3月 12 日現在までで（概ね隔週で発行） 

全 14 回配信 
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図表 ＧＴ事業者向けメールマガジン 会員登録案内（事業者向け研修会案内時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2013 年 8月吉日 

□Ａ 

グリーン・ツーリズム実施事業者様 各位 

株式会社リクルートライフスタイル 

じゃらんリサーチセンター 副センター長 横山 幸代 

 研究員 稲垣 昌宏 

 

① 「グリーン・ツーリズムメールマガジン」へのご登録、 

② 「グリーン・ツーリズム個人観光客向け商品造成のための研修会」（参加費無料）、 

のご案内 

 

拝啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、弊社じゃらんリサーチセンター（以下、ＪＲＣ）では農林水産省「都市農村共生・対流総

合対策交付金共生・対流促進計画（広域ネットワーク推進対策）・グリーン・ツーリズムの推進、ネッ

トワーク構築」事業の一環として、①グリーン・ツーリズムの実施に携わる皆様に向けて情報発信や

研修会の告知などを行う「グリーン・ツーリズムメールマガジン」へのご登録のお知らせ、②個人旅

行者向けのグリーン・ツーリズム商品造成・流通に関する研修会の開催（定員各回 30 団体。個人旅行

者に向けてのグリーン・ツーリズム体験商品の造成・改良及び観光事業者との連携、ＩＴを活用した

販売・流通方法に関するセミナー、ワークショップ等）をさせていただく運びとなりました。 

この研修を通じて造成・改良された個人旅行者向けグリーン・ツーリズム体験商品は、11 月にオー

プン予定のキャンペーン WEB サイトにて、ＰＲおよび、消費者からの支持の有無や関心者の属性など

商品化を見据えたテストマーケティングが行えます。 

ぜひ奮って、グリーン・ツーリズムメールマガジンへの登録及び研修会への皆様のご参加を心より

お待ち申し上げております（お申込みは別紙の FAX 申込みシートをご利用ください）。 

敬具 

 

記 

 

１． グリーン・ツーリズムメールマガジンへのご登録 

■目的 

グリーン・ツーリズムに携わる方々の E メールアドレス等をご登録いただき、事例の共有、研修会

の告知など有益な情報を提供いたします。 

■対象 

 グリーン・ツーリズム実施事業者の皆様、グリーン・ツーリズムに関わる都道府県・地域の行政ご

担当者、その他グリーン・ツーリズムに興味をお持ちの方。 

■お申し込み方法 

 【別紙１】にて、ＦＡＸにてお申し込みをお願い致します。 
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図表 ＧＴ事業者向けメールマガジン 会員登録案内 

（リクルートじゃらんリサーチセンターＷｅｂサイト内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  




